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2009年度 （社）萩青年会議所スローガン



2009年度、㈳萩青年会議所第代理事長を皆様のご協力のおかげをもちまして無事務めさせて
いただきました。2009年度の現役メンバーの皆さんの一丸となった活動、萩青年会議所ＯＢの
皆様方の心温まるご協力１年間本当にありがとうございました。

本年度スローガンとして「画竜点睛～変革の能動者たらんとする青年として～」を掲げさせ
ていただき、すべての物事に中心的存在となり、自らが自分自身の意思で様々なことを変え考
えて行動する。このスローガンのもと１年間メンバー一丸となって活動してまいりました。

総務情報委員会は、新年の総会、新年宴会から始まり、例会・総会の運営、ホームページ、
ＪＣニュース等の広報活動、そして本年１年の締めくくりとして卒会式、忘年会と１年間を通
して様々な事業を展開していただきました。また、公益法人認定法の施行により、萩ＪＣは一
般法人か公益法人かの今後の方向性を会員全員で考えるため、総務情報委員会に公益法人格取
得について調べ、勉強していただき、５月例会に於いて公益法人セミナーを開催していただき
ました。そして、定時総会に於いて公益法人格を取得することの承認を得ることが出来ました。
失敗がなく普通に運営して当たり前と評価をされる委員会ではありますが、委員長を中心に委
員会が多くの事業に積極的に参加しＬＯＭを盛り上げ引っ張っていただいたことに感謝いたし
ます。

会員交流委員会は新年宴会余興から６名でスタートし、会員拡大で最後には総勢11名となり、
花見例会、認承記念余興、ＯＢとのスポーツ交流会、卒会式、忘年会余興を色々な工夫により
ＬＯＭを大変盛り上げていただきました。また、サンタよい子の訪問では、公益事業を考え見
据え、子供たちにものを大切にする心を持ってもらおうと、エコサンタよい子のおもちゃの病
院を開院し、100名以上の市民の方にご参加いただきました。年初から終わりまで、ＬＯＭの縁
の下の力持ちとして委員長、委員会の独自のアイディアで盛り上げていただいたことに感謝い
たします。

指導力開発委員会はＬＤ道場、新入会員セミナー、ＪＣセミナー、会員資質向上セミナー、
そして、例会時の３分間スピーチと１年間会員の資質向上を目的に事業を展開していただきま
した。特に３分間スピーチでは、発表者に事前の原稿提出、委員会での練習、アドバイスをし
てもらい発表者全員が３分間で終わるスピーチというすばらしい運営でした。委員会メンバー
が委員長をはじめベテランを揃え、１年間様々な角度から、そして、色々な手法でメンバーの
レベルアップにつなげていただいたことに感謝いたします。

社会開発委員会は萩を活性化する事業を考え、萩の観光に着目し事業展開していただきまし
た。従来通りの観光イベントとは違った視点でのＰＲ方法を考え、視覚からのプロモーション

「萩コレクション～写真家が撮るレンズの向こう側の萩～」を開催しました。日本でも有名な写
真家テラウチマサト、ハービー山口、安珠の３名の先生をお呼びし、地元の人では気付かない
視点で撮影してもらい、その写真で萩のＰＲ為に各地で写真展を開催しました。まずは萩の夏
祭りでの開催から、東京の渋谷で６日間、神戸で６日間での開催、そして、９月にはロンドン
での第１回ジャパンまつりの萩市の出展品に選ばれ、また、11月の萩ふるさとまつりで萩市か
らの強い要望で写真展を開催しました。各写真展ではアンケートを来場者にいただき、萩に行
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きたい、すばらしいところだなどのとても良い言葉が書いてあり、この事業が萩の観光の一助
になったと思っております。また、その結果して山口ブロック協議会の褒賞の地域開発部門で
グランプリを受賞することが出来ました。委員長をはじめ委員会メンバー、そして事業参加し
ていただいたメンバーには東京、神戸の遠方にもかかわらず萩の活性化のため我をも顧みず、
ご協力いただいたことに感謝いたします。

青少年教育委員会は青少年健全育成を目的に小学校４年生から６年生を対象とした「キッズ
チャレンジ　絆（きずな）づくり～自分たちでいかだを作ろう～」を開催しました。定員40名
で募集したところはるかに超える応募があり、萩青年の家で１泊２日の日程でいかだづくりを
中心に進めて行きました。子供たちには炊事、準備、片付け等自分たちのことは自分で、そし
て、自分たちの力でいかだをつくり、いかだを漕ぐなど様々な体験をしてもらったことで子供
たちが豊かな心をはぐくみ、これから健全に成長してくれる事業になったと思っています。ま
た、メンバーも事業に参加し子供たちにかかわることで様々なことを感じ得ることが出来た事
業だったと考えます。もう一つの事業として萩夏祭りでの「のんた大提灯パレード」の運営が
ありましたが残念ながら天候不順で中止ということになりました。しかし、委員長を中心に委
員会が町内会の皆さんと常に連携をとり、協議会を運営をされたことはのんた大提灯パレード
の今後の開催に大きな礎になったと思っております。１年間、青少年教育の大切さを市民、ま
た会員に教えていただいたことに感謝いたします。

私は、2009年度第53代理事長を仰せつかってから１年間、現役メンバーの皆さん、ＯＢの先
輩方、お世話になった関係諸団体の皆様にご協力をいただき、各事業を終えることができたの
はもとより、自分自身がこの１年で大きく成長させていただいた１年でありました。私のよう
なものにこんなすばらしい経験をさせていただいたすべての人にあらためて感謝いたします。
本当にありがとうございました。

最後に今年１年、私を支えてくれた現役メンバーの皆さん、すばらしいＪＣ運動、積極的な
ＪＣ活動本当に感謝いたします。皆さんとともに修練・奉仕・友情の３信条のもと活動したこ
の１年は私にとって人生の最高の宝物なりました。本当にありがとうございました。



本年度、田村理事長の画龍点睛～変革の能動者たらんとする青年として～のスローガンの下、
直前理事長を務めさせていただきました。

本年度は直前理事長として田村理事長をしっかりとサポートする立場として一年間過ごさせ
ていただきましたが、振り返ってみて、サポートする必要もないほどすばらしい一年であった
ように思います。各委員長も田村理事長の方針を十分に理解され、すばらしい事業を遂行され
ておられました。田村理事長の下で学んだ若き変革の能動者たちが今後青年会議所を支えてい
くことを確信した一年でありました。一年間お世話になりありがとうございました。

本年度は、田村理事長の『画竜点睛～変革の能動者たらんとする青年として～』のスローガ
ンのもと、会務担当副理事長を務めさせていただきました。総務情報委員会、指導力開発委員
会、会員交流委員会の３委員会を担当し、皆様のおかげをもちまして無事一年間職務を終える
ことができ、自分自身大変勉強になった一年になりました。ありがとうございました。

本年度の会務系、総務情報委員会大久保委員長は、新理事ということで色々な戸惑いがあり
大変苦労しながらも、委員会メンバーをまとめ、全事業への積極的な参加等、１年を通じ大変
まとまりのある委員会であったと思います。また公益法人制度改革についても担当例会を持ち、
例会に向け委員会全員で勉強もされ、一緒に委員会に参加した私自身も大変勉強になりました。

指導力開発委員会長富委員長は入会暦の長い委員会メンバーと共に、事業展開を行い、指導
力開発委員会らしくしっかりと事業を行われました。特に３分間スピーチは、事前の原稿チェ
ック、リハーサルを行う事で、1年間を通し、発表された全会員が大変すばらしいスピーチを行
われました。

会員交流委員会玉村委員長は、担当事業のみならず、若い委員会メンバーへの教育も積極的
に行い、毎回開催される委員会でもしっかりと議事録をとるなど、リーダーシップを発揮し、
若い委員会メンバーは大変勉強になった一年であった思います。また継続事業である『サンタ
良い子の訪問』も公益性を考えた事業として『エコサンタ良い子の訪問』とし、『おもちゃ病院』
を合わせて行い、一般市民へも広く青年会議所活動をPR出来たのではないかと思います。

３委員会とも、会員相互の親睦、会員の資質向上等、１年間通じロム内をまとめていただき
とても感謝しております。私を含めまして会務系委員会のメンバー、今年１年学んだことを今
後の活動につなげていきたいと思っております。

最後に田村理事長はじめ３名の委員長そして委員会メンバーならびにご協力いただきました
皆様に感謝いたします。一年間本当にありがとうございました。

−５−

直前理事長　山　縣　賢一郎

会務担当副理事長　増　山　真　吾
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田村理事長の『画竜点睛　～変革の能動者たらんとする青年として～』のスローガンのもと、
本年度、事業担当副理事長を務めさせていただきました。

本年度の事業系の委員長は２人ともベテランならではの思いのある事業を展開してくれまし
た。

河村委員長率いる青少年教育委員会は、「キッズチャレンジ絆（きずな）づくり～自分たちで
いかだをつくろう」、「のんた大提灯パレード」、そして「10月度例会　講師例会」を中心に活動
されました。中でもキッズチャレンジは、萩青年の家の皆様のご協力のもと６月27、28日に小
学生を対象とし１泊２日で行いました。これからの未来を担う青少年の、今希薄になりつつあ
る人間性に重点をおき、２日間の研修生活を通じ、嫌な事や楽しい事をそれぞれ違う地域の仲
間と一緒に共有することによって絆をつくり、心の豊かさを育成いたしました。参加されたみ
んなの今後の健全な青少年育成を願うものであります。

槇垰委員長率いる社会開発委員会は、「市長例会」、とメイン事業であります「萩コレクショ
ン～写真家が撮るレンズの向こう側の萩～」を開催いたしました。

この事業はわがまち萩の特色の一つである観光にスポットをおき、有名写真家３名によって
撮影された萩の風景を人口密集地である東京、神戸の人々に直接、視点でわがまちのすばらし
さを訴えかける新しい試みでもありました。おかげをもちまして来場者数も当初目標を大幅に
上回り、より多くの人々の心に残るものとなりました。その結果山口ブロック協議会の褒賞で
見事グランプリを獲得し成功に終わることが出来ました。この事業のアクションが必ずや今後、
萩の観光の起爆剤となることを期待致します。

最後に田村理事長はじめ２名の委員長そして委員会メンバーならびにご協力いただきました
皆様に感謝いたします。１年間本当にありがとうございました。

事業担当副理事長　豊　田　善　隆
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監　　事

小　橋　正　伸
監　　事

杉　山　芳　文
事務局長

横　山　武　志

1年間ありがとうございました

本年度、田村理事長のスローガン「画竜点睛～変革の能動者たらんとする青年として～」の
下、一年間専務理事を務めさせて頂きました。

今思い返すとあっという間でしたが密度の濃い一年でした。昨年の予定者の時から会員会議
所会議への参加やその他渉外活動を休む間もなくこなしていきました。本年度に入ると京都会
議から始まり、ＡＳＰＡＣ長野大会や地区コンファレンス広島大会、サマコン、沖縄での全国
大会まで日本中を駆け回った一年間でした。

本来であれば理事長をしっかりサポートし会員をリードしていく立場でしたが、満足できる
内容ではなく反省点を残す結果となりました。これもいい勉強をさせて頂いたと思っておりま
す。

最後に一年間頼りない専務理事でございましたが、何とか職務を全うできましたのは田村理
事長をはじめとする会員の皆様、そしてＯＢの皆様のお陰であると感謝しております。誠にあ
りがとうございました。

専務理事　吉　武　要　一
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1．例会の主管
１年を通じて、緊張感のある例会だったと思います。

2．定時総会・新年宴会の主管
１月13日㈫萩グランドホテルにて定時総会・新年宴会

を開催しました。
新年宴会では来賓ＯＢ41名のご出席をいただき、盛大

に田村理事長の門出をお祝いすることができました。
3．臨時総会・認承記念式典の主管

７月13日㈪千春楽味楽亭にて開催しました。臨時総会
では、理事長選考委員の選任をはじめとする議案が無事
承認され、その後の認承記念式典では来賓ＯＢ29名のご
出席をいただき、創立52周年を祝うことができました。

4．長門･萩合同例会
２月16日㈪長門･ホテル西京にて開催されました。本

年は山口ブロック協議会会長公式訪問例会ということ
で、栗原ブロック会長から安里会頭の所信伝達や、山口
ブロック協議会の運営方針やブロック事業についての説
明がありました。その後の懇親会では長門JC、山口ブ
ロック協議会運営団との懇親が深められました。

5．公益法人セミナー
５月12日㈫萩商工会議所において開催しました。公益

社団法人格の取得についての基礎知識を会員一同で共有
するため、事前アンケートで収集した情報を基にパワー
ポイントを作成し上映しました。後述する８月定時総会
での決議の判断材料として参考になったのでは、と思い
ます。

6．８月定時総会の主管
８月12日㈬萩商工会議所において開催しました。2010

年度増山理事長の承認と各理事、監事の選出を行いまし
た。また公益社団法人格取得に関する決議が行われ、今
後取得に向けた準備を行うこととなりました。

総務情報委員会 スローガン　誠実に、貪欲に！

事業内容

委 員 長
大久保裕元

副委員長
烏田　栄二

委　　員
荒川　光雄

委　　員
斉藤　　恵

委　　員
波多野俊裕

委　　員
弘中佐知枝
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7．卒会式・忘年会の主管
12月12日㈯萩本陣にて開催しました。38名のＯＢ会員

が出席され、５名の卒会者をお祝いするとともに１年間
の活動の労をねぎらう場となりました。

8．JC手帳作成
田村理事長のイメージを基にＪＣ手帳を作成しまし

た。本年は８月定時総会で公益社団法人格の取得を決議
したこともあり、定款・運営規定などよく目を通してい
ただけたと思います。

9．名刺及びネームプレート作成
会員の名刺とネームプレートを作成し、対外活動などに活用していただきました。

10．JCニュースの発行
本年度は「出向者だより」として、各号１名づつ出向者に出向委員会の様子を報告してい

ただきました。
11．ホームページ作成管理

各事業終了後に迅速な更新を心がけました。また事業報告のページを設け、いつでも実施
済みの事業の模様を見ることができるように構成しました。

12．ＪＣ活動記録写真
各事業実施時に写真撮影を行い、デジタルデータを管理していただきました。

13．褒賞・慶弔
功労賞を田村理事長、横山事務局長、特別功労賞を山縣直前理事長、そのほか各出向者、

出席優秀会員などの表彰を行いました。
14．卒会アルバムの作成

５名の卒会者のこれまでの活動の経歴を多くの写真データから抜粋し、アルバムを作成し
ました。

15．チャーム・コンフェボックス実施管理
１月度例会から12月第１例会までＯＢ、会員の皆様には多くのチャームポイントのご協力

をいただきました。どうもありがとうございました。
16．全事業への協力参加

委員会メンバー一同、時間をやりくりして多くの事業に参加できたと思います。メンバー
の皆さんどうもありがとう。

17．会員拡大
候補は何人か上がったものの、成果としては１名だけに終わりました。
来年以降引き続き努力していきたいと思います。

初理事ということで、当初は手探り状態の委員会運営でした。担当例会も通年より多
く、増山副理事長にはいろいろな助言をいただき大変参考になりました。また委員会メ
ンバーも様々な場面でそれぞれの役割を全うしてくれたと思います。おかげで非常に楽
しい１年となりました。
みなさん、どうもありがとうございました！

最 後 に 一 言



1．新年宴会余興
本年度は、スローガン「画竜点睛」の故事に由来する演

劇を披露し、今年一年の意気込みをご出席の方々に感じて
いただくことを目的とした。少し「すべった」ところもあ
ったが、これも滑り出しは好調ということで、その場を盛
り上げることができたと思う。富くじも盛り上がった。

佐久間慈子君が委員会メンバーとして初めて事業に参加
しました。

2．花見例会
今年の花見例会のテーマは、会員ひとりひとりが心のこ

もったおもてなしをということであった。
新入会員には、先輩方に顔を知ってもらえるようにと、

各テーブルにコンシェルジュとして配置し、テーブル全体
のお世話をしてもらった。余興で「格付けチェック」をし
たのであるが、高級食材と普通の食材を各テーブルに持っ
て行ってもらうなどの役割もあり、よく顔を覚えていただけたのではないかと思う。

いろいろなハプニングのあった花見例会・宴会で、それ
でさらに記憶に残る事業になった。

山本舞君が委員会メンバーとして初めて事業に参加しま
した。

3．認承記念式典余興
昭和32年に青年会議所として認承されてから53年目とな

る本年。ご来賓の方々をはじめ、諸先輩方、現役会員が一
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会員交流力委員会 スローガン　 品　格

事業内容

委 員 長
玉村　信一

副委員長
大嶋　匡史

委　　員
佐久間慈子

委　　員
中野　　隆

委　　員
中村　　博

委　　員
山本　　舞

委　　員
田中　毅一

委　　員
藤山　博之

研修会員
山尾　泰作

研修会員
山崎　友和

委　　員
安森　順子
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堂に会し、これまでのあゆみと今後を盛大に祝うことに徹しようと「背水の陣」で挑んだ。
地域を活性化するにはまず頭の活性化と萩ＪＣ漢字検定クイズを行った。キャビンアテン

ダントに扮した２人の司会に会場の視線も釘付け（？）で、舞台そでや裏で準備をする委員
会メンバーも頑張った。ここにきてようやく会員交流として「やっていけそう」と感じるこ
とができた。
田中毅一君が委員会メンバーとして初めて事業に参加しました。

4．OBとのスポーツ交流会
今年も事業系の２委員会の事業も終わり、暑い熱い夏のなごりを惜しみながら、最終コー

ナーに差し掛かった今年を最後まで頑張りきるために、ＯＢの皆様にもご参加いただいて、
ボウリングで汗をかいていただいた。今年はチーム対抗戦
形式をとり、チーム内では親睦を深め、よそのチームとの
対抗意識をそれぞれが前面に出していただくことにより、
それがかえって全体の親睦を深めるという趣向であった。
とても楽しいボウリングそして懇親会になった。
藤山博之君が委員会メンバーとして初めて事業に参加し

ました。
5．卒会式・忘年会余興

卒会生５名を送りだす、余興を卒会生である委員長を除く委員会メンバー一丸となって行
った。最後まで卒会生を盛り上げて、とてもよいお祝いの会とすることができた。また、会
員全員の一年の労をねぎらう雰囲気が作れたと思う。

6．エコサンタよい子の訪問
毎年何か新しいものをプレゼントもらって、去年やその

前にもらったプレゼントどうしていますか。大切にしてい
ますか。そんなふとした考えで「ものを大切にする心」と
「科学への興味」を子ども達に持ってもらおうと、今年新
たにエコサンタよい子の訪問事業を実施しました。

12月６日（日曜日）会場：萩田町商店街ＪＯＹ２０１
宇部おもちゃ病院のスタッフのみなさんにご協力いただい
て「エコサンタよい子のおもちゃ病院」を開院しました。
北浦地区では初めてとなるおもちゃ病院に会場は大盛況。
100名を超える一般市民の方が壊れたおもちゃを持って来
られました。
12月24日（木曜日）クリスマス・イブ　理事長と卒会者

のサンタが、修理して治ったおもちゃと新しいおもちゃを
持って会員のお宅を訪問。市民の方にも修理済みおもちゃをお返ししました。

山崎友和君と山尾泰作君が委員会メンバーとして初めて事業に参加しました（12月６日）。

委員長としてとても恵まれた一年になりました。はじめはどうなるんだろうと思うこ
ともありましたが、最後はとても満足な思いで青年会議所をあとにすることができます。
何も思い残すことはないといいたいところですが、思い残すことだらけです。でもこの
思いはこれからも現役のみなさんを応援していく源になると思います。ありがとうござ
いました。それでは、また。

最 後 に 一 言



1．３分間スピーチ
今年の３分間スピーチは３分間という限られた時間内に自分の思いを人前で発表する訓練

を行うことと、例会の中の大事な時間を自分が使うという思いを強く持ってほしいと願い、
その為には事前準備をしっかりするということを学ぶために事前に原稿を提出していただき
ました。そして指導力開発委員会としてアドバイスや練習に協力させていただきました。そ
の結果ほとんどのメンバーが３分間ちょうどでスピーチが終わるという、とてもすばらしい
スピーチを聞くことができました。

2．LD道場
実施日：2009年３月12日（木曜日）
実施場所：堀内体育館
経営者としてＪＣマンとして健康が不安定では会社を

経営しＪＣ活動を行うことはできません。体が健康であ
ることにより精神の活力が湧いてくるのです。

そこで今回は自分の年齢と体力があっているのか、あ
っていないのかを簡単な５種類の運動テストをすること
で、本人に確認していただき日々の生活の改善をしてい
ただくことによって自らの人間としての土壌を耕すこと
を目的としました。

そのテスト踏まえたうえでＯＢの売豆紀雅昭先輩に講
師となっていただき、体力と生活の密接な関係と改善方
法を教えていただきました。

3．新入会員セミナー
実施日：2009年６月８日（月曜日）　実施場所：萩パ

ール
理事長を経験されたＯＢのお二人（大玉功先輩と岩崎

喜一郎先輩）に講話をしていただき、ＪＣという団体に
よる活動・運動の意義について理解していただきまし
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指導力開発委員会 スローガン　規　律

委　　員
岡崎　考浩

副委員長
横山　裕樹

事業内容

委 員 長
長富　博文

委　　員
長岡　智之

委　　員
村川あかね
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た。またＬＯＭやブロックの仕組みや活動内容を知って
もらうことにより、自発的に参加したいと思える気持ち
を育てること、また英知と勇気と情熱を持って目標に向
かっていく仲間との結束を深める機会を提供することが
できました。

4．JCセミナー
実施日：2009年９月12日（土曜日）
実施場所：萩商工会議所３Ｆ
会員が㈳萩青年会議所または萩のために将来の様々な

希望や目的を持つことは非常に重要であると考え、理事
長を経験され、さらにはブロック会長も務められたＯＢ
の田村充正先輩をお迎えし、現役時代の経験談などを踏
まえ、これからのJCや萩市の事などについてお話しして
いただきました。

この講演を通じてわれわれ会員が今後の㈳萩青年会議
所の役割、必要性を再確認できました。またこれからの
ＪＣ活動や経済活動の糧になる講演を行うことができま
した。

5．会員資質向上セミナー
実施日：2009年９月19日（土曜日）　実施場所：サンライフ萩
100年に一度といわれる経済不況の中、㈲ケイ・アンド・ワイの温品富美子を講師としてお

招きし、今一度、原点に立ち戻りビジネスマナー・コーチング技術等を身につけ、今後の企
業におけるさまざまな活動に生かせるセミナーを開催いたしました。また、このセミナーを
通じ会員及び従業員のビジネスにおけるマナーの向上を目的とし、改めて気付かされる点、
勘違いをしていた点、こんな方法もあったんだと参加したメンバーから感想をいただくこと
ができました。

卒会の年に初めての指導力開発委員会でしかも委員長という大役を理事長よりおおせ
つかり、とても悩み、緊張した一年でした。しかし経験豊富な委員会メンバーに支えら
れなんとか事業を終えることができました。つたない委員長でしたが事業に参加して協
力していただいたＯＢの先輩や萩ＪＣのみなさん本当に有難うございました。

最 後 に 一 言



1．６月度例会（市長例会）
開催日：平成21年６月10日　場所：萩商工会議所３Ｆ
テーマを「新市長にお聞きするこれからの萩の展望」とし、本年度の市長例会は市長のお

話を一方的に聞くのではなく、私たち青年会議所会員の質問にお答えしていただける時間を
多くとれるように、努力した。質疑応答では市長にもしっかりと返答して頂き今後のJC活動
に役立てる事が出来た。緊張感のある中で市長に直接質問をして話を聞ける事はとても意味
があると思う。質問の内容等、レベルをどんどん上げていけばより面白い例会になると思っ
た。

2．萩コレクション〜写真家が撮るレンズの向こう側の萩〜
実施日：平成21年８月２日㈰　先行写真展　会場：萩夏祭り歩行者天国

平成21年８月18日㈫　～23日㈰　　会場：東京都渋谷�ギャラリールデコ
平成21年８月25日㈫　～30日㈰　　会場：神戸市�メリケン画廊

私たちが暮らす萩は、豊かな自然と日本近代化の礎となった多くの先人を輩出した歴史あ
るまちとして、全国にその名を知られています。しかし現状では決して楽観できるものでは
なく、観光を基幹産業にした萩の将来には暗い雰囲気が漂っています。

この状況を変えようと、萩では行政主導の観光イベ
ントが催されていますが、日本全国で行われている、
町おこし村おこしの陰に隠れ、地元だけの盛り上がり
だけで終わっていると言うのが現実です。そこで私た
ち社会開発委員会は、従来通りのイベントとは違った
視点でのＰＲ方法で訴えかけていきたいと考え視覚か
らのプロモーションを提案しました。写真展では当初
計画しておりました来場者数を達成し、多数の方々に
わがまち萩と青年会議所活動を知っていただくことが
出来、萩の観光集客の一助となったと思います。

視覚からのプロモーションを行う為に、日本の写真
界をリードしている写真家３名をお呼びして萩人であ
る私たちだから逆に気付かない視点で撮影してもらい
たいと考えました。

−14−

社会開発委員会 スローガン　見の目弱し、観の目強し

委　　員
金子　正史

委　　員
椛村　武史

事業内容

委 員 長
槇垰　守貢

委　　員
松本　俊孝

委　　員
伊藤　　茂

副委員長
波多野慎一



■始めに萩市に於いて先行写真展を開催しました。萩の素晴らしい
財産を携えて堂々と市外へ打って出る為にも、広く萩市民にアピ
ールし力強い後押しを頂けたと確信しております。また萩ケーブ
ルの協力で特集が組まれ趣旨を多数の市民の方に知っていただけ
ました。

■東京、神戸と写真展を開催致しました。東京でのオープニングパーティーでは東京出身の
団体の方々と交流を図ることも出来、約100名の方がパーティーに来て下さいました。
東京、神戸とも６日間と言う短い開催期
間でしたが沢山の方に観に来ていただき
ました。
会期中に行ったアンケートにはうれしい
言葉が沢山書いてあり、何となく知って
いたと言う人までを含めると６割の人が
萩の事を知っていると言う回答がありま
した。そして95％の方が、この写真展を
観て萩に行きたいと思うと回答して頂き
ました。視覚からのプロモーションの効
果が実証されたと思っております。

■地域に与えた影響度の示す事例として、
萩コレクションinロンドンと萩コレクシ
ョンinふるさとまつりを紹介します。英
国ロンドンでの第１回ジャパン祭りと萩
ふるさとまつりでの開催は当初計画して
おりませんでした。しかし行政からの強
い要望があり開催に至りました。私たち
が投じた新しい視覚からのプロモーショ
ンに乗じて行政も動き出すきっかけを与えることが出来たと確信しております。

■写真集の発行
成果を取りまとめた写真集を発行いたしました。この事業はこれで

終わりますが、多くの人の目に触れる場所に置くことにより、事業終
了後も継続的に萩の持つ素晴らしい財産を発信することが出来ると思
います。
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３人の写真家によって、いつもの萩が普段と違う顔をみせてくれた、“萩コレクション”～写
真家が撮るレンズの向こう側の萩～。萩−東京−神戸−ロンドンと旅をしてきた写真達は、多
くの出会いときっかけを残してくれ深化していきました。遠方という開催にも関わらず、会員
の皆様、そしてＯＢの皆様にはご来場していただき、誠に感謝して
おります。ＰＲ、写真展の設置、撤収に於きましても多大なるご協
力を頂きました。その結果、褒賞では地域開発部門でグランプリを
頂く事が出来ました。

萩−東京−神戸−ロンドン。この写真展を通して出会った多くの
人に感謝致します。ありがとうございました。

最 後 に 一 言

東京会場

神戸会場

日時：平成21年
11月14日㈯～15日㈰

場所：萩市民館

日時：平成21年９月19日㈯
場所：ロンドン・

スピタルフィールド



1．青少年教育事業
『キッズチャレンジ　絆（きずな）

づくり～自分たちでいかだを作ろう～』
豊かな感性、思いやりの心、強い意

思、他者との協調、自立心と耐性、善
悪の区別が出来る力など豊かな心と人
間性を備えた青少年の育成を目指すと
いう目的のもとキャンプ事業を企画し
ました。萩市内の小学生４～６年生を
対象に参加を募ったところ定員をはるかに超える応募の
中、市内９校から男子18名、女子22名の合計40名（当日
欠席女子１名）の参加をいただき、６月27日㈯、28日㈰
１泊２日の日程で萩青年の家を中心とした舞台で「いか
だ」をメインツールとした内容としました。

１日目は、小浜キャンプ場にていかだ作りの説明をし
て、実際にいかだを作り、海にいかだを浮かべて班ごと
にいかだ漕ぎの練習をしました。なかなか息が合わずに
オールを漕ぐのに苦戦している子供たちもいました。そ
の後萩青年の家に戻り全員で協力して夕食の準備をして
楽しいバーベキューのひと時を過ごしました。そして１
日目の最後は各班で翌日に開催予定のいかだレースの作
戦会議をして結束力を高めていきました。

２日目の午前中は河添河川公園に移動して子供たちだ
けでいかだを作りいかだごき練習を行いました。そして
午後より子供たちが楽しみにしていたいかだレース。風
の影響、潮の流れ等でなかなか進まない場面もありまし
たが、それぞれ班長を中心として、掛け声を合わせて精
一杯漕いで無事に全チーム完走することができました。

子供たちも当初は恥ずかしさもあったのかぎこちない
様子でしたが、時間が経つにつれて打ち解けあい一つ一
つのプログラムに懸命に取り組んでいました。今回参加
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青少年教育委員会 スローガン　自分のできる範囲で、
何事にも頑張りましょう

事業内容

委　　員
岩田　憲二

委　　員
岡田　勝行

委　　員
上田　智幸

副委員長
岡田　　泰

委 員 長
河村　隆之

委　　員
末武ちどり
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してくれた子供同士が横のつながりをつくり連携をとって交流してくれ、地域、学校、家庭
教育を通じて大きく健全に成長してくれることを願っています。我々メンバーにとっても
様々なことを感じることができた２日間であったように思います。（参加できなかった皆さん
にはお詫びします。）

※詳細スケジュール
６月27日㈯　場所：萩青年の家　　　　６月28日㈰　場所：河添河川公園他
13：00～　開会行事　　　　　　　　　６：00～　起床
13：20～　オリエンテーション　　　　６：30～　朝の集い、掃除
13：40～　いかだづくり実習　　　　　７：00～　朝食
16：00～　班旗づくり　　　　　　　　９：00～　いかだづくり
16：45～　夕べの集い　　　　　　　　10：30～　いかだごき練習
17：00～　夕食準備及び夕食　　　　　12：00～　昼食
20：00～　作戦会議　　　　　　　　　13：00～　いかだレース
21：00～　入浴、自由時間　　　　　　15：00～　片付け
22：30～　就寝　　　　　　　　　　　17：00～　閉会式

2．のんた大提灯パレード
８月３日㈪萩夏まつりにおいて、のんた大提灯パレードを引受町内をはじめとする各町内

会と実施するために準備をしていましたが、当日の天候の急変により中止という苦渋の選択
となりました。本年度開催はできませんでしたが、引受町内との運営委員会、全町内との３
回の協議会開催は今後に足跡を残すものであったと思います。

3．１０月度例会　講師例会『僕、朝ごはん欲しくない！』
10月13日㈫萩商工会議所にて、山口県山口健康福祉セ

ンターの砂川博史所長を講師にお迎えして、「子供の朝
食」をキーワードに講師例会を実施しました。様々な面
からのデータ分析により、現代の子供たちが持つストレ
スまたはそれに対していかに大人が関与していかなけれ
ばいけないかということが非常に良く分かるテーマ内容
であったように思う。改めて家庭や地域で積極的に子供
たちに関わる環境を創出することの重要性を感じること
ができました。

4．会員拡大
委員会としてできる範囲で会員拡大を実施しました。

5．全事業への協力参加
委員会としてできる範囲で全事業への協力参加をしました。

多くの場面でご支援、ご協力頂きましたこと感謝致します。ありがとうございました！

最 後 に 一 言
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